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開会 午前１０時０１分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○金谷委員長 ただいまより、民生常任委員会を開会させていただきます。 

木下委員から遅れる旨の届出がありました。 

それでは、ただいまより会議を開きます。 

１、令和３年第１回定例会提出議案について、議案第１６号、第１７号、第２０号ないし第２３

号、第２９号、第３１号ないし第５８号について、理事者から説明をいただきます。 

税務部長。 

○稲田税務部長 議案第１６号、令和３年度旭川市一般会計予算のうち、税務部所管分の予算概要

を御説明申し上げます。 

初めに、歳入について御説明を申し上げますが、各会計歳入歳出予算事項別明細書の４ページを

御覧ください。１款の市税総額は３９０億円でございまして、令和２年度当初予算額の４００億円

と比較しまして、ちょうど１０億円、率にして２．５％の減となっています。 

次に、主な税目につきまして御説明を申し上げます。まず、１項の市民税につきましては、個人

所得の減少や企業収益の悪化が見込まれることと併せ、法人市民税の法人税割におきまして、税制

改正に伴う税率引下げの影響などにより、令和２年度当初予算と比較して４億９千２０４万７千円、

率にして２．８％減の１６９億８千７０６万１千円と見込んでおります。次に、２項の固定資産税

及び７項の都市計画税でございますが、令和３年度が評価替えの基準年度に当たっておりますこと

や、新型コロナウイルス感染症対策による税制改正に伴う償却資産及び事業用家屋に係る軽減措置

などによりまして、２項の固定資産税におきましては、令和２年度当初予算と比較して５億２千８

１６万４千円、率にして３．６％減の１４２億４千９１８万１千円と見込んでおります。同様に、

７項の都市計画税につきましても、令和２年度当初予算と比較して８千６８９万１千円、率にして

２．９％減の２８億７千３５４万４千円を見込んでおります。次に、４項の市たばこ税につきまし

ては、健康意識の高まりなどによる売渡し本数の減少が見込まれる一方で、税制改正に伴う税率の

引上げなどから、令和２年度当初予算と比較して２千２２１万３千円、率にして０．８％増の２６

億８千１０７万５千円と見込んでいるところでございます。 

次に、歳出について御説明を申し上げます。同じく事項別明細書の４５ページを御覧ください。

２款２項徴税費の予算総額は１６億３千３４０万６千円でございまして、令和２年度当初予算と比

較しますと５億１６３万円、率にして４４．３％の増となっております。 

それでは、このうち主な事業につきまして、表の右側の説明欄により御説明を申し上げます。ま

ず、アスタリスクがついている項目の下から４番目、ふるさと納税推進費についてでございますが、

本年度の寄附受入額の見込みとしましては、およそ１７億８千万円と引き続き多くの方々から御支

援をいただいておりますことなどを踏まえまして、令和３年度の寄附受入額につきましても１８億

４千万円程度と見込み、寄附の募集等に要する歳出経費として１０億６千７２５万７千円を計上し

てございます。令和３年度の新たな取組としましては、複数年にわたり本市を応援していただいて

いる方々を対象とした交流イベントの開催や、新たなポータルサイトの導入などを予定していると

ころでございまして、これらの事業を推進することで、連続寄附者とのつながりを維持、確保する

とともに、新たな寄附者の獲得に努めていきたいと考えております。なお、財源につきましては、
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寄附金の一部、８億２千８４０万１千円を特定財源として充当するほか、残りを一般財源で措置す

ることとしています。 

次に、税総合オンラインシステムに関する費用でございますが、同じく４５ページのアスタリス

クがついている項目の上から２番目、税総合オンラインシステム管理費につきましては、端末機器

の借上料などの管理経費としまして４千２２９万３千円を、また下から２つ目の税総合オンライン

システム整備費につきましては、税制改正等に係るシステムの改修費用としまして１億８千１９９

万５千円を計上しているところでございます。 

以上、税務部所管に関わります令和３年度一般会計予算の概要となります。よろしくお願いいた

します。 

○金谷委員長 市民生活部長。 

○大鷹市民生活部長 議案第１６号、令和３年度旭川市一般会計予算のうち、市民生活部所管に係

る予算の概要について御説明申し上げます。 

まず、資料はございませんけれども、部全体の歳入についてでございます。主なものといたしま

しては、使用料及び手数料、国庫支出金、道支出金、諸収入、市債などでございまして、総額で８

億１７９万４千円、令和２年度当初予算と比較しますと３３１万６千円の減となってございます。 

続きまして、歳出についてでございます。こちらも資料はございませんが、２款総務費９億８千

５５３万６千円、３款民生費６７７万３千円、４款衛生費４億４千７８３万５千円、６款農林水産

業費８千７８９万２千円、総額で１５億２千８０３万６千円となっておりまして、令和２年度当初

予算と比較しますと１億２千３６５万６千円の減となっているところでございます。 

次に、臨時事業の中から主な事業につきまして、令和３年度予算臨時事業費説明資料に基づきま

して御説明申し上げます。まず、資料の６－２ページを御覧ください。上から２段目、２款１項５

目、地域会館建設費等補助金８１６万４千円についてでございます。この事業は、町内会の活動拠

点となる地域会館の修繕や増改築、新築、解体などにつきまして、その費用の一部を補助するもの

でございます。令和２年度には、地域等からの要望やニーズに合わせ、補助率を２分の１に引き上

げて支援を充実するとともに、補助金の限度額を、実態や申請の実績を踏まえ、解体は２００万円

に、修繕等は１００万円とする制度改正を行いました。新制度の周知を図りましたところ、令和３

年度の工事分につきましては、解体及び修繕を中心に、例年より多くの要望があったところでござ

います。 

同じページの一番下になります。２款１項１０目、西神楽支所等施設再編整備費４千９７０万４

千円についてでございます。この事業は、西神楽支所等を西神楽農業構造改善センターへ移転させ、

フリースペースの設置など、施設機能拡充を図りながら西神楽地域の公共施設の再編を進めたもの

でございまして、本年３月８日から西神楽市民交流センターとして供用開始を予定しているところ

でございます。令和３年度につきましては、同センターの案内看板を設置するとともに、現支所を

解体撤去しようとするものでございます。 

次に、新型コロナウイルス感染症対策予算といたしまして、市民生活部で所管する施設の整備、

改修等を行う事業の内数となりますけれども、資料６－１ページ、上から４段目にあります２款１

項５目、ときわ市民ホール等改修費のうち、勤労者福祉会館の窓修繕、網戸取付けに係る１５３万

８千円、続いて、６－２ページ上から３段目、２款１項５目、コミュニティセンター改修費のうち、
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嵐山中央会館農産加工室、網戸交換に係る８万８千円、同じく２段下、２款１項１０目、支所改修

費のうち、永山市民交流センターのトイレ便座交換２１万４千円、次に、１ページめくっていただ

きまして６－４ページになります。６－４ページの一番下段の６款１項７目、農村地域センター改

修費のうち、西神楽農業構造改善センター農産加工室の換気扇増設、東旭川農村環境改善センター

のトイレ洋式化として２１２万５千円、合わせて３９６万５千円を国の交付金を充当し、施設にお

ける感染リスク低減の観点から、換気能力向上や衛生対策へ向けた改修を行おうとするものでござ

います。 

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○金谷委員長 福祉保険部長。 

○金澤福祉保険部長 本定例会に提案している議案のうち、福祉保険部所管に関わる事項について

御説明申し上げます。 

まず、議案第１６号、令和３年度旭川市一般会計予算でございます。福祉保険部の所管事業全体

の予算額でございますが、障害福祉サービスの利用者の増や報酬改定などにより、令和２年度と比

較して１．１％増の５１９億２千２６９万５千円となっております。所管事業数は、経常費と臨時

費を合わせ７５事業となっており、主な事業につきまして、令和３年度予算臨時事業費説明資料に

より御説明申し上げます。 

初めに、臨時事業費説明資料の７－２ページでございます。７－２ページの下から３つ目の福祉

タクシー利用料金等助成費でございます。チケットの交付方法について、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、これまでの窓口での直接交付から郵送での交付に変更することとし、６千１８９

万円を計上しております。 

次に、７－４ページの一番上の障害福祉サービス等継続支援費、そして７－５ページの一番下の

介護サービス等継続支援費についてでございます。これらは今年度、新型コロナウイルス感染症に

関する第５次緊急対策として第３回定例会で補正予算として提案した事業と同じ内容となっており

ます。各事業所において、利用者または職員に新型コロナウイルス感染者が発生した場合等に、サ

ービスを継続して提供するために必要な経費を補助するもので、それぞれ６０７万５千円、１千２

００万円を計上しております。 

次に、７－６ページの一番上のＰＣＲ検査費用助成費でございます。こちらも第８次緊急対策と

して令和３年第１回臨時会で補正予算として提案した事業と同じ内容でございます。新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大防止を図るため、重症化リスクの高い高齢者が入所している施設に新規で

入所する方、及び新規で採用を予定している職員が受けるＰＣＲ検査費用を施設に対して補助する

もので、６千９９８万３千円を計上しております。 

同じく、７－６ページの下から２つ目の高齢者等除雪支援事業費でございます。住宅前の道路除

雪について、地域の支え合いによる除雪体制を構築するため、地域住民が担い手となる除雪支援の

取組を進めるもので、令和３年度は取組地域のさらなる拡大を進めるとともに、対象世帯の要件に

関する新たな基準について検討しようとするもので、５５６万３千円を計上しております。 

次に、経常費のため資料には掲載しておりませんが、社会福祉行政費でございます。これは、社

会福祉関係団体への補助をはじめ、社会福祉の増進を目的とした各種取組を行う事業で、令和３年

度は（仮称）福祉のまちづくり条例の制定に向けた取組を進めることとしており、関連する予算と
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しましては、市民懇話会参加者への謝礼などで１３万６千円でございます。事業全体としましては、

このほか民生委員・児童委員の活動関連経費などを合わせまして、１億２千７７０万円を計上して

おります。 

次に、同じく経常費の障害者地域生活支援事業費でございます。令和３年度から、視覚障害者の

うち、夜盲、視野狭窄等の症状がある方を対象として暗所視支援眼鏡を給付対象に加えることとし、

２億４千６２１万４千円を計上しております。 

続きまして、特別会計でございますが、令和３年度旭川市各会計歳入歳出予算事項別明細書に基

づき、御説明を申し上げます。 

まず、議案第１７号、令和３年度旭川市国民健康保険事業特別会計予算でございます。事項別明

細書は１２５ページからとなります。予算総額は３５６億２千７７８万３千円で、令和２年度と比

較して、被保険者数の減少などにより４億２千４２２万７千円、１．２％の減となっております。

歳入の主なものは１２６ページ、１款国民健康保険料で令和２年度と比べて１億４千５４１万３千

円減の５０億８千５６５万１千円、３款道支出金で４億４千１０７万１千円減の２６５億１千１２

０万２千円、５款繰入金で１億５千４０９万円増の３９億３千５４９万２千円となっております。

次に、歳出の主なものは１２７ページでございます。２款保険給付費で４億６千４１６万５千円減

の２６１億１千６１８万６千円、３款国民健康保険事業費納付金で１億６千円減の８４億６千５１

９万６千円となっております。 

続きまして、議案第２１号、令和３年度旭川市介護保険事業特別会計予算でございます。事項別

明細書は１８１ページでございます。予算総額は３７０億５千９５５万９千円で、令和２年度と比

較して、施設利用者数の増加や報酬改定などにより１１億６千１３０万２千円、３．２％の増とな

っております。歳入の主なものは１８２ページ、１款保険料で令和２年度と比べて３億２千６３４

万４千円減の６９億２５３万８千円、２款国庫支出金で５億６千４７１万５千円増の９５億５７３

万円、３款支払基金交付金で３億６５９万２千円増の９６億１千９０４万９千円、４款道支出金で

１億５千３６７万１千円増の５１億１千５２万円、６款繰入金で４億６千２３４万６千円増の５９

億１千９３６万４千円となっております。次に、歳出の主なものは１８３ページです。２款保険給

付費で１１億５千８６５万２千円増の３４０億９千３７万８千円、３款地域支援事業費で１千９７

５万２千円減の２２億４千９２２万７千円となっております。なお、４款保健福祉事業費につきま

しては新設をしております。 

続きまして、議案第２３号、令和３年度旭川市後期高齢者医療事業特別会計予算でございます。

事項別明細書は２１７ページからとなります。予算総額は５６億６千７７万３千円で、令和２年度

と比較して、被保険者数の増加や保険料軽減特例の見直しなどにより３億８６２万３千円、５．

８％の増となっております。歳入の主なものは２１８ページ、１款保険料で令和２年度と比べて２

億５千８４１万６千円増の３９億９千５２２万１千円、２款繰入金で２千６３１万円増の１６億３

千７８７万２千円となっております。次に、歳出の主なものは２１９ページ、２款後期高齢者医療

広域連合納付金で２億７千７９７万５千円増の５４億１千５０万円となっております。 

以上が、令和３年度予算の概要でございます。 

続きまして、条例の制定に係る議案でございます。 

初めに、議案第３１号、旭川市福祉有償運送運営協議会条例の一部を改正する条例の制定につき
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ましては、道路運送法及び同法施行規則の一部改正に伴い、所掌事項の規定の整備を行うとともに、

引用条項の整備を行おうとするものでございます。 

次に、議案第３２号、旭川市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

の一部を改正する条例の制定、議案第３３号、旭川市指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備

及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定、議案第３４号、旭川市指定障害者支

援施設の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の制定、議案第３５号、

旭川市障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定、議

案第３６号、旭川市地域活動支援センターの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条

例の制定、議案第３７号、旭川市福祉ホームの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定、議案第３８号、旭川市障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定の以上７件につきましては、いずれも障害者総合支援法等に基づく関係省令の一

部改正に伴うもので、本市が条例で定めている障害福祉サービス等を提供する事業所や施設の人員、

設備、運営に係る基準について所要の改正を行おうとするものでございます。主な改正内容といた

しましては、感染症や災害への対応力強化のための感染症の予防及び蔓延の防止に関する取組や、

業務継続計画の策定等に関する義務規定を設ける条項の整備、職場環境の改善や業務負担軽減を図

るためのハラスメント対策や会議等におけるＩＣＴの活用についての条項の整備、適切な障害福祉

サービスを提供するための障害者虐待の防止と身体拘束等の適正化の取組に関する条項の整備等と

なっております。 

以上、よろしくお願いいたします。 

○金谷委員長 子育て支援部長。 

○中村子育て支援部長 議案第１６号、第２０号、第２２号、第５１号、第５２号につきまして御

説明申し上げます。 

まず、議案第１６号、令和３年度旭川市一般会計予算のうち、子育て支援部に係る予算について

御説明申し上げます。子育て支援部所管の一般会計予算ですが、３款民生費、４款衛生費、１０款

教育費にまたがっており、その総額は７５事業、２１４億６千３６万７千円であります。主な事業

につきましては、令和３年度予算臨時事業費説明資料に基づき御説明申し上げます。 

まず、資料の８－１ページ、下から２番目、児童虐待防止対策費です。本事業は、児童虐待を防

止するため、関係機関との連携を強化するとともに、虐待防止啓発及び相談窓口周知用カードを市

内の小学校、中学校、高校の全生徒に配布するなど、児童虐待防止に向けた取組の充実を図るもの

で、事業費は５１万９千円となっております。 

次に、児童虐待予防・早期発見推進費です。本事業は、児童虐待の発生予防と早期発見等に資す

るため、関係機関と連携を図りながら、妊産婦、児童とその保護者、家庭の状況等に応じて訪問等

により必要な相談支援を行うもので、事業費は６７２万２千円を計上しております。 

次に、資料の８－２ページになります。一番上になりますが、虐待防止情報共有システム導入準

備費です。本事業は、国の虐待防止情報共有システムを導入するため、これまでの相談記録の入力、

児童記録票の整理を行うもので、事業費は２４７万２千円を計上しております。 

次に、資料の８－４ページ、上から２番目になります。私立一時預かり事業費です。本事業は、

保護者の就労形態の多様化や緊急時に対応するとともに、育児の心理的負担等を軽減するため、保
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育所や幼稚園等が実施する一時預かり事業に要する経費の一部を補助するもので、令和３年度は、

特別な支援を要する児童に係る加算等を追加するとともに、幼稚園型一時預かり事業では、預かり

保育に係る事務負担の増に対応するため、就労支援型施設加算を追加いたします。事業費は２億１

千６１４万８千円となります。 

続きまして、経常費になりますので資料はございませんけれども、２事業説明させていただきま

す。出産支援推進費です。この事業は、母体や胎児の健康確保のため、妊娠届出者に母子健康手帳

を交付するとともに、妊婦健康診査と産婦健康診査を実施し、妊娠期から切れ目のない支援を実施

するもので、令和３年度は、新たに成長・発達記録機能を備えた電子母子手帳を導入するほか、里

帰り出産等、市外で産婦健診を受けた方への償還払いにより、検査費用の一部を助成することとし

ております。事業費は１億５千７５５万５千円となっております。それからもう一つ、母子保健推

進費です。この事業は、乳幼児の健やかな成長、発達を促し、健康の保持増進を図るため、乳幼児

健康診査、健康相談事業、それから健康教育等を行うもので、令和３年度は、新たに１０か月健康

診査を実施するもので、事業費は３千６６７万１千円を計上しております。 

以上が、令和３年度一般会計予算の主な内容です。 

続きまして、一般会計予算書、各特別会計予算書を参考にしていただければと思います。 

議案第２０号、令和３年度旭川市育英事業特別会計予算です。一般会計・特別会計予算書の２４

ページになります。育英事業特別会計は、経済的理由により修学が困難な方に対して、その修学に

必要な資金の一部を貸し付け、教育を受ける機会を確保することを目的としております。予算総額

は、歳入歳出それぞれ１億６千９５３万７千円で、前年度に対して１７３万９千円、率にして１．

０％の減となっております。 

続きまして、議案第２２号、令和３年度旭川市母子福祉資金等貸付事業特別会計予算です。一般

会計・特別会計予算書の３２ページになります。母子家庭、父子家庭及び寡婦の方々に必要な資金

を貸し付けることにより、経済的な自立と生活の意欲の助長を図り、併せてその扶養している児童

の福祉を増進することを目的としております。予算総額は歳入歳出それぞれ２億６８９万８千円で、

前年度に対して１千３３０万３千円、率にして６．９％の増となっております。 

続きまして、条例改正になります。 

まず、議案第５１号、旭川市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定です。国の児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴いまして、母子生

活支援施設の心理療法担当職員の資格要件を改めようとするものです。 

それから、議案第５２号、旭川市地域保育所条例の一部を改正する条例の制定です。地域保育所

統廃合に係る地域別の計画に基づき、休所の状況が続いております旭川市立さくら保育所及び旭川

市立東鷹栖第４保育所を令和３年３月３１日をもって廃止とし、併せて旭川市立東鷹栖第２保育所

の名称を旭川市立東鷹栖保育所に変更しようとするものです。 

子育て支援部に関するものは以上です。よろしくお願いいたします。 

○金谷委員長 地域保健担当部長。 

○川邊保健所地域保健担当部長 それでは、議案第１６号、令和３年度旭川市一般会計予算のうち、

保健所所管分につきまして御説明申し上げます。 

初めに、資料はございませんが、保健所全体の概要であります。歳入の予算額は２億４千４８４
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万７千円で、前年度対比で７千６９万３千円の増となっております。主な要素としては、新型コロ

ナウイルス感染症対策に係る国の負担金及び道の補助金の増などであります。次に、歳出でありま

すが、予算額が１４億７千３万１千円で、対前年比で９千３９５万８千円の増、率にいたしまして

約６．８％の増となっております。主な要素につきましては、新型コロナウイルス感染症対策費と

なっております。 

続いて、歳出予算のうち主な事業について御説明申し上げます。初めに、令和３年度予算臨時事

業費説明資料の９－２ページ、下から２つ目を御覧ください。４款衛生費、１項保健衛生費、２目

予防費の新型コロナウイルス感染症対策費９千６７３万６千円についてであります。この事業は、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、医療機関等と連携して発生対応を行うほか、

医療費の公費負担等を行うものであります。令和３年度は、既に補正で繰り越し計上したワクチン

接種のほか、本年度に引き続き、検体採取所や新型コロナウイルス感染症の相談に関する２４時間

対応のコールセンターの運営、及び市内医療機関への検査委託などを実施してまいります。 

次に、令和３年度旭川市各会計歳入歳出予算事項別明細書により御説明を申し上げます。５８ペ

ージを御覧ください。４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費のうち、一番上にあるがん対策費

２億１千９２３万５千円についてであります。この事業は、市民に各種がん検診等の機会を提供す

ることで、がんの早期発見、早期治療を推進し、市民の健康保持を図るもので、胃がん・肺がん・

大腸がん・乳がん・子宮がん検診のほか、リスク検査としてＨＰＶ検査、ピロリ菌検査を実施して

まいります。 

次に、同じく予防費の地域精神保健活動費３３６万円、上から７つ目でございます。本事業は、

精神障害者の地域における相談や社会復帰を支援するため、精神科医療、精神保健機関との連携を

図るとともに、精神科医や保健師による相談や訪問を実施するほか、若年者向けの自殺防止に関す

る研修会やゲートキーパーの養成等、普及啓発活動や人材育成等の取組を行うものであります。ま

た、新型コロナウイルスの影響による心の不調、自殺問題等にも引き続き対応するため、関係部局、

関係団体との情報共有や連携を図りながら、相談機能の充実に向けた取組を進めてまいります。 

令和３年度当初予算に係る保健所所管分の主な事業の説明は以上になります。 

続いて、条例の改正について御説明を申し上げます。議案第２９号、旭川市手数料条例の一部を

改正する条例の制定について、保健所所管分について御説明を申し上げます。本件は、北海道条例

の食品の製造販売行商等衛生条例、及びかきの処理等に関する衛生条例が令和３年６月１日付で廃

止されることに伴い、関係する申請手数料の削除を、また、医薬品、医療機器等の品質、有効性及

び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律が令和２年９月１日、令和３年８月１日付

で段階的に施行されることに伴い、本市手数料条例の別表の一部について所要の改正を行うもので

あります。施行日につきましては、北海道の条例廃止に伴う部分が令和３年６月１日、医薬品、医

療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う部

分で、令和２年９月１日施行分については公布の日から、令和３年８月１日施行分については同日

から施行する予定であります。 

続きまして、議案第５３号、旭川市食品衛生法施行条例の一部を改正する条例の制定につきまし

て御説明申し上げます。本件は、食品衛生法の一部改正により、営業の届出制度が創設されたこと

から、本市条例においてこれに係る所要の改正を行うものであります。また、同法律の改正により
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営業許可制度の見直しが行われ、許可業種の統廃合及び新設があったことから、本市条例で規定す

る営業許可申請手数料について所要の改正を行うものであります。施行日につきましては、食品衛

生法等の一部を改正する法律の施行日である令和３年６月１日としております。 

続きまして、議案第５４号、旭川市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営の基準に

関する条例の一部を改正する条例の制定、議案第５５号、旭川市指定介護療養型医療施設の人員、

設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定、議案第５６号、旭川市介護医療院

の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定については、改

正内容が類似しておりますので、まとめて御説明申し上げます。これら３件の条例改正につきまし

ては、いずれも介護保険法に基づく関係省令の一部が改正されたことを受け、本市が条例で定めて

いる介護老人保健施設、指定介護療養型医療施設、介護医療院の施設の人員、設備及び運営に関す

る基準について所要の改正を行うものでございます。施行日につきましては、令和３年４月１日と

しておりますが、一部については国の省令の施行に合わせ、３年間の経過措置を設けることとして

おります。 

続きまして、議案第５７号、旭川市動物の愛護及び管理に関する条例の制定につきまして御説明

申し上げます。この条例は、平成２４年に開設した旭川市動物愛護センターあにまあるのこれまで

の取組や、多頭飼育崩壊、災害発生時のペットの取扱いなど、近年のペットに関わる社会情勢、ま

た、動物の愛護及び管理に関する法律の改正などを踏まえ、本市における動物の愛護及び管理に関

する施策の基本となる事項を定め、その施策を総合的かつ計画的に推進することにより、市民が動

物とともに生きる心豊かな社会の実現に寄与することを目的として制定しようとするものでありま

す。内容といたしましては、動物愛護及び管理に関する市や市民の責務、飼い主がペットを飼養す

る上での遵守事項、災害発生時の措置などを明らかにし、犬、猫を多頭飼養する場合の届出規定を

新たに設けるほか、飼い主からのペットの引取りや、あにまあるに収容されている動物の取扱いな

ど、動物の愛護と管理に関する業務について必要な事項を定めるものであります。施行日は令和３

年４月１日とし、併せて現行の旭川市動物愛護センター条例、旭川市畜犬取締及び野犬掃とう条例

を廃止するほか、犬、猫の多頭飼養に関する届出につきましては、令和３年６月３０日までの届出

の経過措置を設けることとしております。 

保健所所管分については以上になります。よろしくお願い申し上げます。 

○金谷委員長 環境部長。 

○富岡環境部長 初めに、議案第１６号、令和３年度旭川市一般会計予算につきまして、環境部が

所管します予算の概要を御説明いたします。まず、歳入でございます。予算総額は１４億９千９２

万８千円で、前年度比８千３６８万５千円の増となっております。主な増要素につきましては、

（仮称）旭川市リサイクルセンター建設用地の地下埋設物調査及び撤去に係る設計・工事費用に対

する市債の発行などでございます。次に、歳出でございますが、予算総額は３５億１千４７５万７

千円で、前年度比１億１千９８４万２千円の増、率にいたしまして約３．５％の増となっておりま

す。主な増要素につきましては、（仮称）旭川市リサイクルセンター建設に係る設計及び工事費用

の増などでございます。 

それでは次に、令和３年度予算臨時事業費説明資料の１０－１ページを御覧ください。環境行政

に関わる自然共生社会、循環型社会、低炭素社会の構築に向け、各計画の趣旨を踏まえ、事業構築
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を行っております。主な事業につきまして順次御説明いたします。 

初めに、一番上、鳥獣対策費でございます。２５６万円は、鳥獣による人的被害を未然に防止す

るため、生活圏内に出没するヒグマや育雛期のカラスの対応のほか、人と野生動物との共生を図る

ため、その生態や関わり方などを学ぶ市民セミナーや環境学習イベント等の情報発信を行うもので

ございます。 

続きまして、１０－２ページの上から３番目、地域木質バイオマス利活用促進事業費でございま

す。３２１万円は、主に暖房用燃料として森林資源を利活用するまきストーブの設置に要する費用

の一部を補助するものでございまして、２０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする

政府が表明した目標を踏まえ、カーボンニュートラルの暖房設備であるまきストーブの普及促進に

向け、補助金の総額を今年度の１６０万円から３２０万円に拡充したものとなっております。 

続きまして、１０－４ページ下から２番目、缶・びん等資源物中間処理施設整備費でございます。

１億１千５９万９千円は、近文リサイクルプラザに代わる新たな施設、（仮称）旭川リサイクルセ

ンターの整備に向けて、建設用地の地下埋設物の調査及び撤去工事を行うほか、施設本体の設計に

着手するものでございまして、令和６年度中の供用開始を目指して取組を進めてまいります。 

続きまして、その下、ごみ減量アクション推進費でございます。４６万２千円は、家庭や事業所

でのごみの発生、排出の抑制や再使用を推進するための啓発事業を実施するものでございます。特

に、食品ロス対策について、家庭に対しましては、食品ロスをなるべく出さない調理方法の動画等

による周知を行うほか、事業者に対しては、旭川消費者協会と連携し、飲食店での食べ残しなどの

削減啓発に取り組もうと思っております。 

続きまして、１０－５ページの一番上、一般廃棄物組成等調査費でございます。１千２５０万５

千円は、家庭ごみ及び事業系ごみの組成調査と、一般廃棄物排出量予測を実施するものでございま

す。今後、効果的なごみ減量化施策を展開するため、ごみの組成等の基礎データを取得し、これま

での取組の成果を確認するとともに、将来の排出量予測を行うことで、本市のごみ排出に関する基

礎資料を再構築するものでございます。 

次に、旭川市各会計歳入歳出予算事項別明細書の５９ページ、右の欄を御覧ください。経常費で、

４款１項３目の環境衛生費に計上しております公害監視測定費でございます。これにつきましては、

３千２９１万６千円を計上しておりますが、公害関係法令に基づいて、大気汚染や水質汚濁、騒音、

振動、悪臭、ダイオキシン類などの監視調査を実施するものでございます。このうち、騒音の監視

では、毎年度、主要幹線道路において自動車騒音の測定を行い、環境基準の達成状況を評価してお

りますが、令和３年度は、評価システムの地図データを更新し、最新の道路・建物状況を反映させ

ることで、精度の向上を図ることとしております。 

以上、環境部が所管する予算の概要でございます。 

次に、条例の制定について御説明申し上げます。議案第５８号、旭川市浄化槽保守点検業者の登

録等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、浄化槽法の改正に伴い、

条例で定めるべき事項として、浄化槽管理士に対する研修の機会の確保が追加されましたことから、

本市の浄化槽保守点検業の登録事業者が、登録の有効期間ごとに１回以上、所属する浄化槽管理士

に対して、市長が指定する研修を受けさせるとの規定を追加するものでございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○金谷委員長 保険制度担当部長。 

○向井福祉保険部保険制度担当部長 議案第３９号から議案第５０号までの１２件につきまして御

説明いたします。 

初めに、議案第３９号から議案第４１号及び議案第４４号から議案第５０号につきまして、関連

がありますことから一括して御説明いたします。これら１０件の条例改正につきましては、いずれ

も介護保険法等に基づく関係省令の一部が改正されたことを受け、本市が条例で定めている介護サ

ービスを提供する事業所等の人員や運営等に係る基準について、所要の改正を行うものでございま

す。主な改正内容といたしましては、感染症や災害への対応力強化のための感染症予防と蔓延防止

に関する取組や、業務継続計画の策定等に関する規定の整備、職場環境の改善や業務負担軽減を図

るためのハラスメント対策や会議等におけるＩＣＴの活用についての規定の整備、高齢者への虐待

防止に関する規定の整備等となっております。いずれも施行日は令和３年４月１日となっておりま

す。 

次に、議案第４２号、旭川市国民健康保険条例等の一部を改正する条例の制定につきましては、

旭川市国民健康保険料に係る所得割の算定、賦課割合、賦課限度額のほか、傷病手当金等について

所要の改正を行うものでございます。主な改正内容といたしましては、国民健康保険法施行令の一

部改正により、低未利用土地等の譲渡に係る譲渡所得の特別控除の創設に伴い、国民健康保険料の

所得割額の算定の規定について整備を行うもの、保険料率の算定に用いる保険料賦課総額に対する

賦課割合について、北海道から示される保険料水準を統一する場合の標準的な保険料率に基づいて

算出した割合となるよう、被保険者一人当たりの均等割の率を１００分の４１から１００分の３５

に、一世帯当たりの平等割の率を１００分の１８から１００分の２４に、中間所得層の負担を緩和

するため、基礎賦課限度額を６１万円から２万円引き上げ６３万円とすること、介護納付金賦課限

度額を１６万円から１万円引き上げ１７万円とすること、平成３０年度からの都道府県単位化に伴

い保険料が急増する低所得世帯に対する激変緩和措置について、基礎控除後の総所得金額が１６７

万円以下の世帯の保険料について、世帯に属する４０歳から６４歳までの被保険者１人につき、減

免する額を２千円から１千５００円に引き下げようとするもの、また、新型インフルエンザ等対策

特別措置法等の一部改正に伴い、新型コロナウイルス感染症を新型インフルエンザ等感染症として

位置づけ、傷病手当金等の対象となる感染症について、所要の規定の整備を行おうとするものでご

ざいます。国民健康保険料に係る改正は令和３年４月１日から施行し、同年度分の保険料から適用

すること、傷病手当金に係る改正については公布の日から施行し、令和３年２月１３日から適用す

ることとしております。 

次に、議案第４３号、旭川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定でございますが、これは、

令和３年度から令和５年度までの３年間を期間とする第８期旭川市高齢者保健福祉計画・介護保険

事業計画の策定や、介護保険法施行令の一部改正等に伴い、所要の改正を行うものでございます。

介護保険料は、計画期間である３年間のサービス給付の見込みや被保険者数の推移等に基づいて算

定をしておりますが、第８期におきましては、介護給付費準備基金等の活用により、第７期と同額

の基準額、月額６千１９０円、年額では７万４千２８０円を維持してまいります。また、紙おむつ

等の家族介護用品購入助成事業につきまして、事業内容は従来と変更はございませんが、財源であ

る国庫補助金の支給要件変更に伴い、市民税課税の方々への助成を保健福祉事業として実施してい
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くため、規定の整備を行うものでございます。あわせまして、議案第４２号の国民健康保険条例の

改正と同様に、介護保険料に係る所得指標の算定規定及び新型コロナウイルス感染症の定義につい

て、所要の規定の整備を行おうとするものでございます。なお、介護保険料に係る改正は令和３年

４月１日からの施行、新型コロナウイルス感染症の定義に関わる改正につきましては、公布の日か

ら施行し、令和３年２月１３日から適用することとしております。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○金谷委員長 ここで、委員の皆様から御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○金谷委員長 なければ、これまでの議題に関わり出席している理事者につきましては、退席いた

だいて結構です。 

それでは、報告事項に入ります。２、報告事項について、旭川市児童虐待防止対策に関する基本

方針（素案）について、旭川市リサイクルセンター整備基本計画の策定について、理事者から報告

をいただきます。 

子育て支援部長。 

○中村子育て支援部長 旭川市児童虐待防止対策に関する基本方針（素案）につきまして、このた

び一定の整理を行いましたので、御報告を申し上げます。 

基本方針の策定に係る検討経過につきましては、１月の民生常任委員会で御報告させていただい

たところでありますが、昨年の第１回定例会での附帯決議を踏まえ、昨年７月から有識者懇談会に

おいて検討を進め、１月の第５回目の会議において骨子案をお示しし、意見をいただいたところで

す。その後、子ども・子育て審議会の専門部会において３回の審議を行い、素案の整理を行ったと

ころであります。 

それでは、素案の内容につきまして、お手元の資料に基づき説明いたします。本日、提出させて

いただいている資料は、基本方針（素案）の体系図という資料と、基本方針（素案）の２種類の資

料を配付させていただいておりますが、本日は、基本方針（素案）、冊子のほうの資料で御説明を

いたします。 

まず、資料の１ページ、２ページを御覧ください。第１章、基本方針の策定に当たってでござい

ます。基本方針の策定趣旨と位置づけにつきまして、本市の児童虐待防止対策に関する基本的な方

向性と方針を示すとともに、方針の実現に向けた取組についての考え方を明らかにしたものであり

ます。 

次に、３ページから２２ページになります。第２章、児童虐待防止及び児童虐待対応の現状と課

題です。本市における児童虐待の現状と児童虐待防止及び対応に係る体制、それから法令等に定め

る児童相談所の概要、そして、本市の子ども家庭相談支援における現状と課題についてまとめたも

のであります。 

次に、２３ページから２５ページになります。第３章、基本方針でございますが、本市の児童虐

待防止対策に関わる基本理念と３つの基本的方向性、そして７つの基本方針を示しております。 

次に、２６ページから３０ページになりますが、第４章、基本方針に基づく取組になります。７

つの基本方針の実現に向けた取組として１４項目をお示しし、これらの取組の推進を図るというふ

うにしております。 
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次に、３１ページから３９ページになります。第５章、市立児童相談所の必要性と役割というも

のをまとめております。市立の児童相談所の設置によって期待される支援と役割、それから市立児

童相談所の設置における課題について整理した内容をお示ししております。 

最後に、今後のこの方針の最終的な策定というところまでの進め方になりますが、４月中旬から

１か月間ほどのパブリックコメントの実施を現時点で予定しております。議会での審議のほか、関

係機関等から広く意見を伺いながら、５月ごろの策定を目指して作業を進めていくという考えでお

ります。 

報告は以上です。よろしくお願いいたします。 

○金谷委員長 環境部長。 

○富岡環境部長 旭川市リサイクルセンター整備基本計画の策定について御報告申し上げます。お

手元の資料を御覧ください。 

本計画は、本年１月の民生常任委員会で御報告させていただいたとおり、これまでの事業経過や

見直しの内容などを踏まえ、廃棄物処理施設としての適正な機能を確保した上で、効率性、経済性

を考慮した整備内容の具体的な方向性を取りまとめたものでございまして、昨年１２月２５日から

本年１月２９日の期間、意見提出手続を実施いたしました。その結果、災害対策、施設配置、環境

保全などに関して８名の市民の方から１１件の御意見をいただいたところでございます。災害対策

に関しましては、非常用電源の一部として太陽光パネルを導入すべきとの御意見や、水害対策を徹

底すべきとの御意見をいただいており、また、施設配置に関して、アクセス道路となる道道の渋滞

対策を講ずるべきとの御意見、環境保全に関して、牛朱別川の水質汚染対策をしっかり行うべきと

の御意見をいただいております。いずれの御意見も、今後実施する設計の中で参考としながら、具

体的な検討を行う内容でございますことから、本計画案に対する修正を要しないものと判断し、庁

内手続の上、２月２２日付で策定をしたところでございます。 

今後、本計画に沿って、令和３年度から４年度に施設の設計、令和５年度から６年度に建設工事

を実施し、令和６年度中の供用開始を目指して取組を進めてまいります。 

以上、御報告いたします。 

○金谷委員長 それでは、ここで委員の皆様からの御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○金谷委員長 なければ、ここまでの議題に関わり出席している理事者につきましては、退席いた

だいて結構です。 

それでは、３、特別支援保育事業の見直しに関する提言についてに入ります。この件については、

２月１６日の委員会において提言書の正副委員長案を配付し、執行機関に対し提言を行うことを決

定したところであります。各委員からの意見に基づき文案を修正したところであり、本日、修正後

の提言書（案）を配付させていただいています。 

それでは、文案を朗読させていただきます。 

提言書（案）～特別支援保育事業の見直しについて～ 

＜提言事項＞ 

保育所等における特別支援保育事業は、障害等を有する児童を受け入れ、保育士等を加配するこ

とで、児童の発達に合わせた必要な支援を行うことを目的として実施されており、受入れに当たっ
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ては、障害等を有さない児童と同じ環境で集団生活を送ることにより、全ての児童が社会性や協調

性などを身に付けながら成長し、小学校就学に円滑に接続していく上で、大きな役割を担っている。 

保育所等の障害児保育に係る国からの財政支援は、地方交付税により措置されており、特別な支

援を必要とする児童２人に対し保育士１人の配置として算定されているが、本市における特別支援

保育事業では、児童３人に対し保育士１人の配置としているため、障害の程度によっては、充分な

支援が行き届かない場合も考えられる。 

また、保育現場では、個別に支援が必要と思われる児童であっても、特別支援保育の申込みがさ

れない場合には、保育士等の加配ができないこととなり、保育士の業務負担が増大することにより、

離職の一因にもなっている状況である。 

本常任委員会では、本年１月に実施した公益社団法人旭川民間保育所相互育成会との意見交換会

において、保育所等の抱える様々な課題や行政に対する要望を把握したところであり、保育所等を

利用する全ての児童の健やかな成長を促し、保育業務の負担軽減を図るため、特別支援保育事業の

見直しについて、次のとおり提言する。 

１ 障害児保育に係る国からの財政措置は、特別な支援が必要な児童２人に対し保育士１人の配

置として算定されていることから、他都市の状況も勘案しながら、特別支援保育事業に係る保育士

配置基準の見直し及び補助基準額の増額を検討すること。 

２ 保護者から特別支援保育の申込みがされず、保育所等において必要と思われる支援が児童に

行き届かない場合があることから、小学校就学前の早い段階から適切な支援を行えるよう、子育て

健康相談や子ども巡回相談などの相談事業を実施する市は、保育所、幼稚園、療育施設など、関係

機関との連携強化を図ること。 

以上でございます。 

ただいま朗読した文案のとおり、委員会として執行機関に対し提言を行うことといたしたいと思

いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○金谷委員長 それではそのように決定をさせていただき、提言書を執行機関に提出することとい

たします。 

特に御発言はありますか。 

高見委員。 

○高見委員 民間保育所相互育成会との意見交換に係る提言書の内容はこれでよろしいかと思いま

す。 

それで、提出後に、このような内容で提出したという、そういったことを育成会に報告する予定

は考えていますか。 

○金谷委員長 委員長のほうから、お会いした理事長さんのほうに、お電話でこの旨報告をするよ

うに考えております。 

○高見委員 文書で、この内容で提出したというのは。 

○金谷委員長 文書は考えておりませんでした。電話で、提言をさせていただきましたということ

をお伝えしようということまでを考えておりました。 

○高見委員 この内容はやっぱり重要だと思うので、このような内容にちゃんと目を通してもらう
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ということで、文書によって報告すべきだと思いますけど。 

○金谷委員長 分かりました。申し訳ございません。 

それでは、今、高見委員からの御指摘も承りましたので、そのように対応させていただくことで

よろしいでしょうか。 

室井委員。 

○室井委員 今の続きになりますけど、やはりしっかりセレモニーをすべきだと思いますよ。でき

るならば、本当は委員会に来ていただいて、みんなの前でやっていただくのがベストなんですが、

そういう機会がなければ、向こうは１人なのか２人なのか３人なのか分かりませんけど、こちらに

来ていただいて、きちっとセレモニーをやるべきだと思います。 

○金谷委員長 そうしましたら、今、文書によって報告をすべきというところと、セレモニーも必

要なのではないかという御意見がありました。どういたしましょうか。 

今回は、執行部側への提言書でありますので、一応予定では、本日、この委員会終了後に議長に

報告をした後、副市長に提言書提出というところまでは予定を入れておりまして、その後に、初め

は電話で御報告しようと思っていたんですけど、今、御指摘がありましたように、文書によって御

連絡を差し上げるというところはできると思いますが、セレモニーということになりますと、委員

の皆様の御都合とか、それから御了解も必要かなと思います。 

○室井委員 それが理想ですけど、でも、正副委員長が代表して、きちっとやったほうがいいと思

います。 

○金谷委員長 ちょっとイメージが湧かないんですが。 

○室井委員 委員会の意思としてはこのように提案させていただきましたということを相手に伝え

るという儀式ですよ。必要ないというのであれば、それで構いませんけど。 

○金谷委員長 必要ないというわけじゃなくて、どうやってやろうかなと思っただけで。（「正副

委員長にお任せします。」と言う者あり）分かりました。今、御意見をいただきましたので、受け

止めさせていただいて、正副委員長でちょっと検討し、委員の皆さんの御意向に沿うような形で進

めていきたいと思います。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○金谷委員長 ほかに御発言ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○金谷委員長 それでは、以上をもちまして民生常任委員会を散会とさせていただきます。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１１時０３分 


